
医道審議会医師分科会 医師臨床研修部会議事次第  

（臨床研修にかかる修了基準等について：第5回）  

平成17年6月8日（水）  

15時30分～17時30分  
厚生労働省 専用第21会議室  

○ 開 会  

○ 議 事  

1．医師臨床研修の修了基準等について   

2．その他  

○ 閉 会  

資 料  

医師の臨床研修における修了の基準に関する提言（案）   



1医師の臨床研修における修了等の基準に関する提言（案）  
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51．はじめに  
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医師の臨床研修については、平成12年の医師法（詔宋2  

3年法律第201号）の一部改正により、平成16年4月よ  

り新たな臨床研修制度が開始され」昭和43年のインターン  

制度廃止以来36年ぶりに抜本的な改革が行われることとな  

った。すなわち、診療に従事しようとするすべての医師は、  

臨床研修を受けなければならない（必修化）こととされ、ま  

た、これに併せて、臨床研修の内容の検討を進め、医師が、  

適切な指導体制の下で、医師としての人格をかん養し、プラ  

イマリ・ケアを中心に幅広く医師として必要な診療能力を効  

果的に身に付けることができるものとすることとされた。平  

成18年3月には新たな臨床研修制度の下での最初の研修修  

了者が生まれようとしているところである。   
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医師の臨床研修の修了に関しては、研修管理委員会が、研  

修期間の終了に際し、臨床研修に関する当該研修医の評価を  

行い、単独型臨床研修病院又は管理型臨床研修病院の管理者  

（以下「管理者」という。）に対し、当該研修医の評価を報告  

しなければならないこととなっている。そして、管理者は研  

修管理委員会の評価に基づき、研修医が臨床研修を修了した  

と認めるときは、速やかに、当該研修医に対して、臨床研修  

修了証を交付しなければならないこととなっている。   

また、研修の中断については、管理者が研修管理委員会の  

勧告または本人の申し出に基づき判断を行うこととなる。   

本提言においては、研修管理委員会による研修医の評価及び  
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管理者による研修の修了、未修了あるいは中断の基準等を示  

すことにより、その判断が適切に行われ、全国で臨床研修修  

了者の水準の確保が図られることを目的とするものである。   
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なお、臨床研修を行う大学病院においては、臨床研修の機  

会を提供するに当たって厚生労働大臣の指定を受けることを  

要しないが、全国で一定以上の臨床研修の水準を確保するため  

には、大学病院においても、本提言に示す基準に則って盈盤上  

修了、未修了及び中断の判断を行うことが必要である。  
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132．修了の評価・認定についての基本的な考え方  
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評価に当たりては、各臨床研修病院里、臨床研修協力施設  

接指定審査の際には、臨床研修協力施設を含む研修プログラムや  

指導体制等が、医師としての人格をかん養し、幅広く医師と  

して必要な診療能力を身につけることができる内容であり、  

指定基準を満たしているということが既に確認されている」  

従って、評価・認定に当たっては、各研修医があらかじめ定められた  
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臨床研修「定以上の  期間、研修プログラムに則った研修を行い、  

臨床研修の到達目標が達成されていれば臨床研修を修了した  

と判断することが適当である。   

研修医の評価を行う際には、各分野における評価について  

は担当指導医笠が、研修期間を通じた評価についてはプログ  

ラム責任者が行い、最終的な評価を研修管理委員会が行う。  

そして、研修管理委員会の評価に基づいて、管理者が臨床研  

修の修了を認定することとなっている。臨床研修を実施して  
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いる間、指導医等里研修医の指導にあたる者は、適宜、各研  

修医の研修の進捗状況を把握・評価し、修了基準に不足して  

いる部分を補い、あらかじめ定められた期間（2年）内に臨  

床研修を修了することができるよう配慮する必要がある。   

研修修了の判断にあたっては、実際の研修実施期間の評価  

及び臨床研修の到達目標の達成度の評価に分けて評価を行う  

必要がある。なお、最終的な認定に当たっては絶対評価を用  

いることとすべきである。  
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123．評価・認定等における関係者の役割  
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143－1 指導医等  
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指導医は、担当分野における研修期間中 、自分の担当する各  16  
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研修医ごとに臨床研修の到達目標の達成状況を把握し、担当  

分野の研修期間終了後に、研修医の評価をプログラム責任者  

に報告することとなっている。評価にあたって指導医は、研  

修医の指導を行った、あるいは研修医と共に業務を行った医  

師、看護師その他の職員と十分情報を共有し、それぞれの評  

価を把握した上で、責任を持って評価を行うこととナべきで  

ある。   

また、指導医は研修医とよく意志疎通を図り、実際の状況  

と評価に帝離が生じないように努める必要がある。   

一方、研修医による弓歩指導医の評価もを行うことは、指導医  

の資質の向上に資する毒＝とぅ歩考えられることから、実施するこ  

とが望ましい。   

なお、臨床研修協力施設等における研修実施責任者や指導者についても、  

指導医と同様の役割を担うべきである。  
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1  

23－2 プログラム責任者  
3  

プログラム責任者は、研修医ごとに臨床研修の到達目標の  

達成状況を把握し、研修プログラムにあらかじめ定められた  

研修期間の終了時までに、全ての研修医が臨床研修の到達目  

標を達成できるよう、全研修期間を通じて研修医の指導を行  

うとともに、その研修期間の終了の際には、研修管理委員会  
に対して、研修医ごとに臨床研修の到達目標の達成状況を報  

告することとなっている。   

プログラム責任者は、定期的に、さらに必要に応じて墜壁  

各研修医の研修の進捗状況を把握・評価し、修了基準に不足  

している部分についての研修が行えるよう指導医に情報提供  

する等、訝笠医が有効な研修が行えるよう配慮するべきであ  

る。  
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17 3－3 研修管理委員会  

18  

研修管理委員会は、研修医の管理及び研修医の採用・中断  

・修了の際の評価等臨床研修の実施の統括を行うこととされ、  

諾笠医〇研修期間終了に際しては、研修医の評価を行い、管  

理者に対し、当該研修医の評価を報告しなければならないこ  

ととなっている。   

また、同委員会は、研修医が臨床研修を継続することが困  

難であると認める場合には、当該研修医がそれまでに受けた  

臨床研修に係る当該研修医の評価を行い、管理者に対し、当  

の臨床研修生中断を勧告することができることとな  

っている。   

同委員会においても、 必要に応じて指導医やプログラム責  
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任者から各研修医の研修進捗状況について情報提供を受ける  

等により、各研修医の研修進捗状況を把握、評価し、修了基  

準に不足している部分についての研修が行えるようプログラ  

ム責任者や指導医に指導・助言する等、訝笠医が有効な研修  

が行えるよう配慮するべきである。  
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8 3－4 単独型・管理型臨床研修病院の管理者  

9  

管理者は、責任をもって、受け入れた研修医についてあら  

かじめ定められた研修期間内に臨床研修が修了できるよう努  

めるべきである。   

管理者は、研修管理委員会の評価に基づき、研修医が臨床  

研修を修了したと認めるときは速やかに臨床研修修了証を交  

付し、修了していないと認めるときは、速やかに当該研修医  

に対して、理由を付してその旨を文書で通知しなければなら  

ないこととされている。   

また、管理者は研修管理委員会の勧告又は研修医の申出を  

受けて、当該研修医の臨床研修を中断することができるが、  

中断した場合には、当該研修医の求めに応じて、速やかに当  

該研修医に対して臨床研修中断証を交付しなければならない  

こととされている。なお、このような場合においても、管理  

者は当該研修医に対し、適切な進路指導を行うべきである。  
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274．評価方法  

28  

294－1．研修期間中の評価（形成的評価）  

30  
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研修期間中の評価は形成的評価をもって行うことが重要であり、各研修  1  

2  
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13   

医の研修内容を改善することを主な目的とする。   

各研修医及び指導医は「臨床研修の到達目標」に記載され  

た個々の項目について、研修医が実際にどの程度履修したか  

随時記録を行う必要がある。   

研修の進捗状況の記録については、研修医手帳を利用する  

ほか、インターネットを用いた評価システムなどの活用も考  

えられる。   

指導医等は定期的に、さらに必要に応じて堕壁研修の進捗  

状況の把握・評価を行い、各研修医が修了基準に不足してい  

る部分を研修できるよう配慮すると共に、評価結果を研修医  

にも知らせ、研修医、指導スタッフ間で評価を共有し、より  

効果的な研修へとつなげるべきである。  

14  

154－2．研修期間終了時の評価（総括的評価）  
16  

研修期間終了時の評価は総括的評価をもって行い、各研修医の臨床研修  17   
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30 5   

修了の判断を行うことをその目的とする。   

研修医の研修期間の終了に際し、プログラム責任者は、研  

修管理委員会に対して研修医ごとの臨床研修の目標の達成状  

況を報告する。その報告に基づき、研修管理委員会は研修の  

修了認定の可否についての評価を行う。   

評価は、研修実施期間の評価及び臨床研修の到達目標の達  

成度の評価（経験目標等の達成度の評価、臨床医としての適  

性の評価）に分けて行⇒＝い、朝寺に修了と認め  

るべきである。  

臨床研修の修了基準   
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1  

2 5－1 研修実施期間の評価  

3   

研修医は、2年間の研修期間について、以下に定める休止  

期間の上限を減じた日数以上の研修を実施しなければ修了と  

認められるべきではない。  
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（1）休止の理由   

研修休止の理由として認め＝ら＝蘇るものは、傷病、妊娠、出  

産、育児、その他正当な理由（廼塵プログラムで定められた  

年次休暇を含む）とするべきである。  

（2）最低履修期間等についての基準   

研修期間（2年間）を通じた休止期間の上限は90日（研  

修機関（施設）において定める休日は含めない）とするべき   

である。   

ただし、原則として、内科については旦年月以上、外科、  

救急（麻酔科を含む）についてはそれぞれ3舎月以上（但し、  

救急は連続した1月以上の期間と不連続の宿日直期間を合わ  

せて旦書月以上でも可とする）、それ以外の必修科目につい  

ては、各分野1月以上の最低履修期間を確保することが必要  

である。これを満たしていない場合は、選択科目の期間を利  

用する等により、研修期間内に各科目の最低履修期間を満た  

すよう努めるべきである。  

（3）休止期間の上限を超える場合の取扱い   

研修期間終了時に当該研修医の研修の休止期間が90日を  

超える場合には未修了とするべきである。この場合、原則と  

して引き続き同一の研修プログラムで研修を行い、90日を  
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超えた日数分以上の日数の研修を行うことが必要である。   

また、基本研修科目又は必修科目で最低履修期間を満たし  

ていない場合にも、未修了として取扱い、原則として引き続  

き同一の研修プログラムで当該研修医の研修を行い、不足す  

る期間以上の期間の研修を行うことが必要である。  
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（4）その他   

プログラム責任者は、研修休止の理由の正当性を判定し、  

履修期間の把握を行うべきである。研修医が修了基準を満た  

さなくなる恐れがある場合には、事前に研修管理委員会に報  

告・相談するなどして、対策を講じ、当該研修医があらかじ  

め定められた臨床研修期間に研修を修了できるように努める  

べきである。   13   

14   

15 5－2   

16   

17  

臨床研修の到達目標（臨床医としての適性を除く）の  

達成度の評価   

研修の達成度の評価においては、あらかじめ定められた研  

修期間を通じ、各到達目標について達成したか否かの評価を  

行い、少なくともすべての必修項目について目標を達成しな  

ければ、修了として認めるべきではない。   

個々の到達目標については、研修医が医療里安全を確保し、  

かつ、患者に不安を与えずに行うことができる場合に当該項  

目を達成したと考えるべきであり、手技等の巧拙は問わない  

こととすべきである。  
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275－3 臨床医としての適性の評価  
28  

管理者は、研修医が以下に定める各項目に該当する場合は  29   
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修了と認めるべきではない。   

なお、臨床医としての適性の評価は非常に困難であり、極  

めて慎重な検討が必要である。原則として、当該研修医が最  

初に臨床研修を行った臨床研修病院においては、その程度が  

著しい場合を除き臨床医としての適性の判断を行うべきでは  

ない。少なくとも複数の臨床研修病院における臨床研修を経  

た後に行うべきである。  
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25   

26   

27   

28   

29  

30  

（1）安心、安全な医療の提供ができない場合  

著しくミスが多く医療里安全を確保できない、あるいは患  

者との意志疎通に欠けがてきず不安感を与える場合等には、  

まず、指導医が中心となって、当該研修医が患者に被害を及  

ぼさないよう十分注意しながら、指導・教育すべきである。  

十分な指導にも関わらず、改善せず、患者に被害を及ぼす恐  

れがあ旦高専±場合には、未修了、中断の判断もやむを得ない  

ものとする。   

迷惑行為、遅刻、チーム医療を乱す等の問題に関しては、まず当該臨床  

研修病院において、十分指導・教育すべきである。原則としてあらかじめ  

定められた臨床研修期間を通して指導・教育し、その終ア時においても、  

なお、医療の適切な遂行に支障を来す場合には、未修アもしくは中断とす  

ることもやむを得ないものとする。   

また、瑚で  

きない、あるいは患者に不安感を与える等の場合にも未修了、中断の判断  

もやむを得ない。 なお、傷病又はそれに起因する障害等により当該臨床  

研修病院では研修不可能であるが、それを補完・支援する環境が整ってい  

る他の臨床研修病院では研修可能な場合には、中断をして病院を移ること  

を可能とすべきである。  

（2）法令・規則が遵守できない者  
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塑 行う等、医道審議会の処  1  

2  

3  

4   

5   

6  

7  

8  

9  

10  

11  

12  

分対象となる者の場合には、「行政処分を受けた医師に対す  

る再教育に関する検討会」の議論に基づく再教育を行うことに  

生旦に重々aるべきである。再教育にも関わらず改善せず、患者に被  

害を及ぼす恐れがある場合には、未修了、中断の判断もやむを得ないもの  

とする。  

T J   」⊥  一ゝ   T tヾ、 ヽ1 」－  

、 lひ ヽ  

。原貝  

し、：  
ヽ＿ゝ∠．ノニーーーl、  

′′lヽ ■1′l n≦′ ノyJIHJ Y ／ ／llヽ  」  ［’」 t、－－ －q ） Y  

。  

13  

14   

15  

16  

17  

18  

19  

20  

21  

22   

23   

24  

256 臨床研修の中断・未修了について  

26  

27 6－1 基本的な考え方  

28   

臨床研修の中断とは、現に臨床研修を受けている研修医に  

ついて研修プログラムに定められた研修期間の途中で臨床研  
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修を中止することをいうものであり、原則として病院を変更  

して研修皇再開することを前提としたものである。   

臨床研修の未修了とは、研修医の研修期間の終了に際する  

評価において、研修医が臨床研修の修了基準を満たしていな  

い等の理由により、管理者が当該研修医の臨床研修を修了し  

たと認めないことをいうものであり、原則として、引き続き  

同一の研修プログラムで研修を行うことを前提としたものであ  

1  

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8  

9  

10  

11  

12  

13  

14  

15  

16  

17  

18  

19  

20  

21  

22  

23  

24  

る。   

墜塵プログラムを提供している管理者及び研修管理委員会  

には、あらかじめ定められた研修期間内に研修医に臨床研修  

を修了させる責任があり、安易に未修了や中断の扱いを行う  

べきではない。   

やむを得ず研修の中断や未修了の検討を行う際には、管理  

者及び研修管理委員会は当該研修医及び研修指導関係者と十  

分話し合い、当該研修医の研修に関する正確な情報を十分に  

把握する必要がある。さらに、研修医が中断しないで臨床研  

修を継続できる方法がないか検討し、研修医に対し必要な支  

援を行う必要がある。   

これらを通じて、中断・未修了という判断に至る場合にも  

当該研修医が納得するよう努めるべきである。なお、この様  

な場合においては、経緯や状況等の記録を残しておくべきで  

ある。＝  

＝また、必要に応じて事前に地方厚生局に相談をするべきで  

ある  

i ・ ）ヾヽ  

25   

26  

27 6－2 中断  

28  

（1）基準   29  
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中断には、「研修医が臨床研修を継続することが困難である  

と研修管理委員会が評価、勧告した場合」と「研修医から管  

理者に申し出た場合」の2通りある。   

管理者が臨床研修の中断を認めるには、以下のようなやむ  

を得ない場合に限るべきであり、例えば、臨床研修病院また  

は研修医による不満のように、改善の余地があるものは認め  

るべきではない。  

1  

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8  

9  

10  

11   

12  

13  

14  

15  

16  

17  

18  

19  

20  

21  

22   

23  

24  

25  

26  

27  

28  

29  

塁㊧ 当該臨床研修病院の廃院、指定取り消しその他の理由   

により、当該研修病院が認定を受けたされた墜塵プログラム   

の実施が不可能な場合。  

塾㊨ 研修医が臨床医としての適性を欠き、当該臨床研修病   

院の指導・教育によっても改善が不可能な場合。  

塁㊤＝ 妊娠、出産、育児、傷病等の理由により研修を長期に  

わたり休止し、そのため修了に必要な研修実施期間を満  

たすことができない場合であって、研修を再開するとき  

に、当該研修医の履修する壁塵プログラムの変更、廃止  

等により同様の墜塵プログラムに復帰することが不可能  

であると見込まれる場合。  

④㊨ その他正当な理由がある場合  

（2）中断した場合   

管理者は、当該研修医の求めに応じて、速やかに、当該研  

修医に対して臨床研修中断証を交付発存しなければならない。  

この時、管理者は、研修医の求めに応じて、他の臨床研修病  

超企±を登臨床研修の再開のためを行えるような他の臨床研修  

の支援を行う必要がある。また、管理者は中断  
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した旨を所管の地方厚生局に報告する必要がある  1   

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8   

（3）臨床研修の再開   

臨床研修を中断した者は、自己の希望する臨床研修病院に、  

臨床研修中断証を添えて、臨床研修の再開を申し込むことが  

できるが、研修再開の申し込みを受けた臨床研修病院の管理  

者は、研修の修了基準を満たすための研修スケジュール笠を  

地方厚生局に提出する必要がある。  

9  

106－3 未修了  

11  

未修了とした場合、当該研修医は原則として引き続き同一  

の研修プログラムで研修を継続することとなるが、その場合  

には、研修プログラムの定員を超えてしまう事もあり得るこ  

とから、指導医1人当たりの研修医数や研修医1人当たりの  

症例数等について、堕塵プログラムに支障を来さないよう、  

十分な配慮が必要である。   

また、この時、管理者は、当該研修医が臨床研修の修了基  

準を満たすための研修スケジュールを地方厚生局に提出する  

必要がある。  

12  

13  

14  

15  

16  

17  

18  

19  

20   

21  
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